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時代を現す言葉は何だろうかと考えることがある。

私は、20世紀は「生産」という言葉がピッタリすると考

えている。良い製品を生み出し、それを市場に供給す

ることが人々を豊かにするといわれてきた。新しい技術

もこれに主眼がおかれた。この伝で行くと21世紀は

「生活」がキーワードになると思う。人々の関心の大半

は、（直面する問題が）いかに自分たちの現在や将来に

直接影響を及ぼすかにある。国際競争力の強化や寄与

（この重要性は決して低くはないが）といったことよりも、

今の生活環境がどう変わるかが大切な課題なのである。

こうした社会では主役も代わらなければならない。

「生産」が重視される社会ではものの作り手、供給者の

意向が世の中を左右した。一方、「生活」に重点がおか

れる社会では、ものの利用者、需要者が左右するよう

になる。いわば、消費者が力をもつようになるのであ

る。いくら良い製品と（生産者、供給者が）思っても、消

費者に受け入れられなければ、せっかくの製品や技術

も日の目を見ないことになる。

GMO*の問題はその典型例だと思っている。よく新

しい技術が受け入れるためには「科学的信憑性」「技術

的可能性」「経済性」「社会の受容」が必要といわれる。

これまでは「科学」「技術」「経済」の各面での検討は行

われてきたが、新製品・新技術を社会（消費者）が受け
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入れてくれるかどうか、はあまり真剣に考えてこなかっ

たのではないだろうか。

受容が重視される社会では、いかに正しく伝えるか、

が大切である。製品や技術の中身、意味が理解できれ

ば、少々の異論はあっても消費者は納得し、受け入れ

るのではないか。そう思っている。

しかし、現状は必ずしもそうはなっていない。テレ

ビがその典型例であろう。生活が重視される社会で

は、健康・医療に関する情報が求められる。それを反

映してか、10年いや5年前に比べてもテレビの健康番

組は6～7倍になっているのではないだろうか。その

大半は、エンターテイメント性を高めるあまり、正確さ

が軽視されている。もちろん、個々のエピソードに嘘は

少ない。しかし、番組全体としては何か違うメッセージ

が送られているのではないかと思うこともしばしばで

ある。イメージだけを誇張している“健康食品”などの

CMはいうに及ばない。

「生活」に重点がおかれる社会では量よりも質が大

切になってくる。情報・報道も例外ではないと思う。あ

ふれるばかりの量の情報を送るのではなく、消費者が

納得できる「質」を重視したものであることが必要だ。

メディアに身を置くものの一人として、自戒を込めてこ

う考えている。

＊ GMO：遺伝子組換え作物（Genetically Modified Organism）



今回は7月に出版された『「食品報道」のウソを

見破る 食卓の安全学』(家の光協会)の著者で

あるサイエンスライター、松永和紀さんにお伺

いしました。

聞き手：最初に、サイエンスライターになった

経緯をお聞かせ下さい。

松永さん：大学院の修士課程まで農芸化学を

専攻したのですが、どうも研究が性に合わず

新聞記者になりました。最初は福岡で警察署

担当に。そのまま九州で結婚し子どもを育て

ながら記者生活を送り、農業連載もさせてもら

えるなど仕事を楽しんでいたのですが、だんだ

んと新聞というメディアに違和感を覚えるよう

になりました。新聞は、情報の網羅性と速報性

が重視されるメディアなので、私は広く浅くの

取材に終始し、じっくりと勉強する時間をとれ

ず中途半端な記事を量産するだけ。「リセット

したい。自分の本当に関心がある科学や農業

取材に集中したい」という気持ちが年々強くな

り、10年を区切りに退職し、2000年からフ

リーランスとして活動を始めました。

聞き手：何を心がけて取材をしていますか？

松永さん：取材の基本はインタビューですが、

その前の文献や資料収集に力をいれています。

私は今も九州が生活拠点。取材に交通費がか

かるので「現地に飛んでみたけれど役立たな

かった。意味のあるコメントをとれなかった」

という事態は許されない。それに、研究者も

フリーライターには新聞記者ほど気軽には会

ってくれない。そこで、訪ねる前にまず、インタ

ーネットや大学図書館で、情報を集めることに

しました。審議会の議事録なども読んで取材

相手をとことん選んで、取材意図などを詳しく

説明したうえでお訪ねし、面白い話を引き出す

ようにしています。結果的に、取材前にじっく

りと調べるこのサイクルが、マスメディアには

ない私なりの原稿につながったと思えます。
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聞き手：研究者の反応は？

松永さん：最近、「自分の言葉で一般市民にき

ちんと伝えたい」と考える研究者がとても増え

ています。私の原稿を読んだ方が、研究会に

呼んでくれたり、ご意見を書いたメールや資料

を送ってくれたりします。

聞き手：記事執筆で特に気を配っていることは？

松永さん：例を挙げて説明しましょう。昨年か

ら今年にかけて、千葉県の鹿島港付近に遺伝

子組換えナタネがこぼれ落ち発芽していると話

題になりました。市民団体は危険視して「野菜

が汚染される」などと主張し、その言い分をそ

のまま報道する新聞やテレビも目立ちました

が、「危険だなんてとんでもない」と言う研究者

もいました。この場合、私の仕事は科学的な事

実をつかみ、その意味を一般の人の暮らしの

実感と結びつけて情報提供し、理解してもらう

ことです。そのため、組み換えナタネが生えて

いると断定した検査は正しい方法で行われた

のか、日本の環境条件は組み換えナタネの発

芽や成長にしているのか、近縁種との交雑を報

告する学術論文がどの国でいくつ出ているのか

等々、調べました。もちろん、農水省の担当者

や研究者は、それらを全部踏まえて「問題はあ

りません」と言うのですが、彼らはどこまで一般

の人に説明したら良いのか分からなくて、往々

にして結論だけを強調してしまいます。それで

は、一般の人は納得できませんね。そんな時に、

「発芽から繁殖に至るには、季節や気温、水分

量など多くの条件を満たす必要があって、生き

残りは至難の業なんですよ」とか「多くのステッ

プをクリアして花を咲かせ、アブラナ科野菜と

交雑してタネをつけたとしても、そのタネは雑

種ですから播いて芽を出せば一目で野菜と違

うと分かります。だから、その雑種は消費者の

口には絶対に入らないのです」などと具体的に

説明します。現実的なイメージを持ってもらうこ

とを心がけています。

聞き手：遺伝子組換え技術で気が付いたことは?

松永さん：論文になっていない、学術的には検

証されていないデータが一人歩きして、反対論

につながっているのは確かですね。遺伝子を

いじっているものなのだからいけないことが起

きるに決まっているというような思い込みに、

科学的には根拠のないデータがぴたりとはま

って、データの質を吟味できない人たちが信

じ込んでしまうのです。誤解は拭い去るのは

容易ではありません。

聞き手：出版された本の中では、日本の農業に

関する記述に力を入れていらっしゃいますが。

松永さん：遺伝子組換え作物は2000年ごろ、

第二世代が一気に脚光を浴びました。「農家に

しかメリットがない第一世代を最初に売り出し

たから、市民に許容されなかったのだ。栄養

価が高かったり花粉症を緩和したりするよう

な、消費者にメリットがある第二世代をどうし

て先に出さなかったのだ」という議論です。事

実かもしれませんが、どこかいびつです。農家

が楽になり農薬を被らなくて済むようになり、

「さあ、頑張って農業を続けるぞ。消費者のた

めに作るぞ」という思いを抱けるような技術を、

なぜ社会は素直に評価できなくなったのか。

どうして、だれからも反省の弁が出てこず、国

までもが「第二世代こそが重要だ」と言うよう

になってしまったのか。私にはやりきれなかっ

た。農家の人が喜んで作り続けられるものを、

消費者も共感をもって受け止められるような

社会にしなくてはいけないと、強く思うのです。

聞き手：最近の取材等でトピックス的なものを

紹介していただけませんか。

松永さん：農薬の問題に関しては、反対派市民

団体の代表者や農薬業界のリーダー格の研究

者が、シンポジウムなどで共に壇上にあがって

議論できるようになってきました。30年あまり

前には互いにそっぽを向いていたのが、今は真

摯な意見交換をしている。私は、高温多湿な気

候風土で安定した食料生産を続けるためには

農薬も必要と考えています。確かに、以前は使

い過ぎの面がありましたが、現在は農家も高い

農薬を無駄に使って生産コストを上げるような

ことは避けるようになっています。農薬企業も

情報公開に積極的になり始めましたし、これか

ら市民の理解が進むと期待しています。

もう一つ注目しているのは、生態系保全と産

バイオコミュニケーション

サイエンスライターとして見た情報伝達、願うもの
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「松永和紀のアグリ話」を毎
週連載中



業の妥協点を探るこ

との重要性です。現在、

トマト農家の多くが授

粉作業にセイヨウオオ

マルハナバチを使って

います。ところがこれ

は外来種なので、在来

種や植物に影響し日

本の生態系、生物多様性を損なうと一部の生

態学者が批判しているのです。これについて

は、国立環境研究所総合研究官でセイヨウオ

オマルハナバチの生態学的研究をしている五

箇公一先生が特徴ある活動をしています。仲

間の生態学者たちに学会などの場で、セイヨ

ウオオマルハナバチが農家の省力化や減農薬

に大きく貢献していることも解説し、使えなく

なったらトマトの国内生産が困難になり海外産

のトマトにすぐに取って代わられるであろうこ

とを伝えているのです。確かに、マルハナバチ

を無頓着に使えば生態系攪乱につながり、生

態学者の中には農業のことなど何も知らず「ハ

チの使用禁止を」と主張する人もいます。これ

に対して五箇先生は、浮世離れした生態学で

はなく社会の状況を直視し現実味のある方策

を打ち出せる学問にならなければ生物多様性

保全に真の貢献はできない、と懸命に問題提

起しているのです。五箇先生が中心になって

今、農家や生態学者、環境省や農水省の担当

者、企業人などが対等に発言できる連絡協議

会が作られています。日本の生態系を守りつつ

生産振興を目指す自主的な取り組みも農家が

始めていて、素晴らしいと思います。

聞き手：話は変わりますが、科学を一般の市民

に分かり易く伝えるインタープリターを作ろう

という動きが国や大学などにありますが、どう

思いますか？

松永さん：確かにインタープリターがいたらい

いでしょう。しかし、科学の専門用語がわかる

から通訳ができる、という見方は、大きな誤解

ではないでしょうか。科学に関する事柄を伝

える時には、聞き手のバックグラウンドにある

知識の質や量を予測し、感情の動きを想像し、

言葉を言い換えようとか、こんな例を引いてみ

ようなどと、さまざまな工夫を考えなければな

りません。現在の科学ジャーナリスト養成やイ

ンタープリター養成はどうも、研究者の就職対

策という側面が大きいように思え、科学に詳し

いからできる、という誤解が広がっているよう

な気がして心配です。科学を伝える場合にも、

もっとも大切なのは人への関心なのだと私に

は思えます。

聞き手：本日は貴重なお話有難うございました。

吉松 嘉代先生 薬学博士
（独）医薬基盤研究所
薬用植物資源研究センター
筑波研究部育種生理研究室長

不定根を材料とするトコン種苗の
大量増殖について

薬用植物資源研究センターの目的の一つは、薬用植物等の保存、増

殖、栽培、育種に必要な技術並びに化学的、生物学的評価に関する研

究開発を行うことである。

トコンはアカネ科で、ブラジル原産、高さ20-40cmの低木の植物で

あり、その根（生薬名：吐根）は、日本薬局方に収載され、催吐剤、去痰

薬、アメーバ赤痢の特効薬。救急医療の現場では、毒物等誤燕時の初

期治療剤（催吐剤：トコンシロップ）として使用されている。トコンの生

理活性の本体は、エメチンとセファリンで、エメチンは、セファリンに比

較してアメーバ赤痢に対する作用や去痰作用が強く、催吐作用が弱い。

トコンは開花しても結実せず種子繁殖が困難であること、主生産国

のブラジルでは、野生品の採取に頼っているため、供給が不安定で、

良品とされるものが少ないなどの問題点がある。他方、マラヤやイン

ドでは商業栽培が可能であることが確認されている。そこで、品質的

に均一なトコン種苗を大量増殖する技術の確立を目指し、植物バイオ

テクノロジーを使い、研究した結果、「1茎頂（成長点）から年間100本

の苗を作る技術から不定根を材料とする方法で年間10万本以上の苗

を作る技術」に成功した（写真、模式図を参照）。

目で見るバイオ

写真1：親植物から 写真2：クリーンベンチ内で
茎頂を取り出し

写真3：MS寒天培地上で
茎頂を培養する

写真4：シュート（茎と葉）が
生育してくる

模式図：葉の一部を
1-ナフタレン酢酸添加の
寒天培地上で培養すると

不定根が出てくる

写真5：不定根の増殖 写真6：植物ホルモンなし、
暗所で1ヶ月培養→シュートが出てくる

写真7：16時間照明下で
1ヶ月間培養すると
幼植物体ができる

写真8：1ヶ月の馴化（25℃、
80%湿度、16時間照明）を経て、
土壌に移植すると正常に生育する

写真提供：アピ株式会社
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